
地域とともに「生きる力」を育む学校 
  

  

 国府小だより 

 

 

 

 

 6月 12日、13日 5年生の自然
し ぜ ん

教室
きょうしつ

が行われ
おこな    

ました。今年度は 

新しくなった「スズカト」（旧鈴鹿
す ず か

青少年
せいしょうねん

センター）で宿泊
しゅくはく

もしました。 

実行委員の人たちを中心にレクリエーションを、班長を中心に班活動 

を部屋長を中心に部屋での過ごし方を、様々な場面で協力をし団結し、 

絆を深めた 2日間でした。 

キャンプファイヤーや入浴では他の先生たちがかけつけてくれて、 

就寝時刻までスムーズに活動することができました。 

 

 

 

 

 

                     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ※ホームページにもたくさん写真を掲載しました！。 

実行委員が考えた楽しいレクリエーション 

の最後は国府小学校恒例のダンス「めざせモスクワ」先生たちもみんなと一

緒に盛り上がっていました。 

 

 

第６号 

令和６年６月１８日（火）  
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前号から 1 か月もあいてしまいま

した。すみませんでした。 

 

 

 

 

 

二日目の朝の集いでは佐竹先生のアカペラで

ラジオ体操をしました。 

秘密基地づくりは限られた材料道具の中で、 

班の仲間と協力して作りました。設計図通り

にはなかなかいかず、途中考え込んでしまう

班もありましたが、最後にはどの班完成する

ことができました。出来上がりではなく、み

んなで協力した過程がとてもよい経験となり

ましたね。 

1 日目の昼は木陰に入ってお弁当をい

ただきました。朝早くからご準備ありが

とうございました。 夕食の飯盒炊爨は旭が丘小学校に 

譲り、国府小学校はキャンプファイヤー

場を借りることに。大きな唐揚げ３つを

たいらげいざキャンプファイヤーへ。ご

飯とスープはおかわり自由でしたが、日

頃給食をおかわりしない 

子たちもならんでいてびっくり！ 

 

 

5年生の保護者

の皆様には行き帰

りの送迎、宿泊準

備、お弁当などご

協力いただき、本

当にありがとうご

ざいました。 

火の神から営課長へ火が渡された後、

クラスの代表二人に分火し各クラス誓

いの言葉を大きな声で言いました。 

分火された火で点火しキャンプファイヤ

ーが始まりました。 



 

    

 

 

 今年は梅雨も遅く、昨年より一週間遅く始まった水泳でしたが、先週はどの学年も入水することができ

ました。水泳の授業ではもちろん「潜る・浮く・泳ぐ」など各学年に応じて目標をもって行っていますが、 

それだけではなく、水の中で安全に活動することも学習します。 

★入水前に二人ペアのバディを確認。見学者もいますので、毎回確認します。プールから上がったあとは 

 バディのお友達がいるか確認しますが、時より潜ったり泳いだりした後にバディの確認をすることもあり 

ます。 

★入水するときには必ずプールサイドを持って静かに後ろ向きに入る。川や海で泳ぐとき、深さがわから 

ないところでは必ず、何かを持ちながら入ることで、万が一足がつかなくても腕を押し上げることで事 

故を防ぐことができます。学校のプールは浅く、必ず足はつきますが、この入水方法を習慣化すること 

で事故を防ぐことができるのです。 

他にも「ふざけて友だちの上にのって沈めない」「泳ぐとき前に人がいないことを確認する」など指導 

しながら授業を行っています。楽しい授業を行い、潜ったり浮いたり体感を身に着けていきたいと思い 

ます。 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより
がっこ う      

の発行
はっこう

がなかなかできずにすみませんでした。      

子ども
こ   

たちの活動
かつどう

内容
ないよう

をできるだけ早く
はや  

お届け
  と ど   

できたらと、 

ホームページ「学校
がっこう

ニュース」を優先
ゆうせん

に更新
こうしん

しています。 

 ぜひ、ホームページをご覧
  らん

ください。     

水泳運動の授業が始まりました。 
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「プールカードはサインではだめですか」というご意見を

いただきました。このことは職員会議においても、毎年時

間をかけて議論を行っています。学校現場においても押

印の必要な書類は減ってきたものの、重要な書類には必

ず校長印をおして提出しています。水泳の授業は一つ間

違えば命にかかわることもあります。朝の体調をしっかり

と見ていただき、入水できるかどうか確認していただい

た証として、押印をお願いします。朝のお忙しい時間で

はありますがご協力よろしくお願いします。 

 

バタバタ足を動かして船を動かそう（1年） 

最後の自由時間は最高（5年） 

みんな上手にもぐっ

ています。（３年） 


